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１
０
月
２
４
日
、
稲
沢
市
内

に
お
い
て
青
年
部
第
３
０
回
中

央
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

未
だ
終
息
の
見
え
な
い
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を

考
慮
し
、「
書
面
決
議
に
よ
る
」

委
員
会
と
し
、
２
０
２
０
年
度

活
動
方
針
を
は
じ
め
と
す
る
す

べ
て
の
議
案
が
全
青
年
部
員
の

賛
成
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

 

 

鈴
木
青
年
部
長 

 

鈴
木
青
年
部
長
の
開
式
挨
拶

で
始
ま
り
、
議
長
に
東
海
地
区

本
部
新
井
氏
を
選
出
し
、
議
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
鈴
木
青

年
部
長
か
ら
は
、「
未
だ
終
息
の

見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル 
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コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、
当
社
に
お
い
て
も
多
大

な
影
響
が
で
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
連
合

を
通
じ
て
関
係
機
関
へ
の
要
請

も
し
て
お
り
、
こ
の
厳
し
い
状
況

を
打
破
し
て
い
き
た
い
。
現
在
、

大
変
厳
し
い
状
況
だ
が
、
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
捉
え
、
労
使
が
一

体
と
な
っ
て
安
全
安
定
輸
送
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

需
要
で
あ
る
」
と
激
励
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。 

次
に
、
新
井
議
長
よ
り
各
方
面

か
ら
頂
戴
し
た
祝
電
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
披
露
し
、
続
い
て
鈴
木
青
年

部
長
よ
り
、
２
０
１
９
年
度
活
動

経
過
報
告
・
２
０
２
０
年
度
活
動

方
針
（
案
）、
新
役
員
（
案
）、
委

員
会
ア
ピ
ー
ル
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
議
長
解
任
後
、
鈴
木
青
年
部

長
に
よ
る
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
委
員
会
を
終
え
ま
し
た
。 

 

 

石
塚
委
員 

   

ス
の
影
響
に
よ
り
、
仕
事
や
日
々

の
生
活
に
も
負
担
が
生
じ
て
い

る
が
、
青
年
部
活
動
に
ご
尽
力
さ

れ
て
い
る
組
合
員
に
感
謝
申
し

上
げ
る
。
本
委
員
会
も
残
念
な
が

ら
書
面
開
催
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

も
多
く
の
諸
活
動
が
変
更
や
中

止
に
な
っ
た
こ
と
で
、
仲
間
づ
く

り
の
機
会
が
失
わ
れ
大
変
残
念

で
あ
る
。
安
全
問
題
で
は
、
Ｊ
Ｒ

各
社
に
お
い
て
死
亡
労
災
が
連

続
し
て
発
生
し
危
機
感
を
覚
え

る
。
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
な
ど
を
活
用

し
、
未
然
に
事
故
を
防
い
で
欲
し

い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
で
は
、
本
部
よ
り
辻
村
書

記
長
が
駆
け
つ
け
て
下
さ
り
、

「
日
々
の
業
務
、
組
合
活
動
へ
の

参
画
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
新
型 

 

 

新
井
議
長 

Ｊ
Ｒ
東
海 

中
間
決
算
初

の
最
終
赤
字 
 

Ｊ
Ｒ
東
海
の
９
月
ま
で
の
半

年
間
の
決
算
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
東
海
道

新
幹
線
の
利
用
者
の
減
少
が
続

い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
最
終
的

な
損
益
が
１
１
３
５
億
円
の
赤

字
と
な
り
ま
し
た
。 

 

中
間
決
算
が
最
終
赤
字
に
陥

る
の
は
初
め
て
で
、
来
年
３
月

ま
で
の
１
年
間
の
業
績
も
初
の

最
終
赤
字
に
な
る
と
い
う
見
通

し
を
示
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海

が
２
８
日
に
発
表
し
た
こ
と
し

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
半
年
間

の
グ
ル
ー
プ
全
体
の
決
算
に
よ

り
ま
す
と
、
売
り
上
げ
は
、
去

年
の
同
じ
時
期
と
比
べ
て
６
４.

６
％
減
っ
て
３
３
７
８
億
円
、

最
終
的
な
損
益
は
、
１
１
３
５

億
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

中
間
決
算
が
最
終
赤
字
に
陥
る

の
は
、
平
成
１
２
年
度
に
中
間

決
算
の
公
表
を
開
始
し
て
以
降

で
初
め
て
で
す
。
こ
れ
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

東
海
道
新
幹
線
の
利
用
者
の
減

少
が
続
い
た
こ
と
や
、
グ
ル
ー

プ
の
デ
パ
ー
ト
や
ホ
テ
ル
の
収

入
が
大
幅
に
減
っ
た
た
め
で

す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
こ

れ
ま
で
公
表
し
て
こ
な
か
っ
た

来
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
の
業

績
予
想
も
発
表
し
、
最
終
的
な

損
益
が
１
９
２
０
億
円
の
赤
字

と
、
初
の
最
終
赤
字
に
陥
る
と

い
う
見
通
し
を
示
し
ま
し
た
。 

青
年
部 第

３
０
回
中
央
委
員
会
を
開
催 

 



 

 

 

 

 

  

  

  

 

  

  

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が
続
く
中
、
冬
の
賞
与
の
カ
ッ
ト
を

労
働
組
合
と
交
渉
す
る
方
針
で
す
。

さ
ら
に
役
員
報
酬
や
広
告
費
も
削

っ
て
、
今
年
度
は
１
０
０
０
億
円
程

度
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
目
指
す
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
来
年
春
に
は
、

首
都
圏
の
１
７
の
路
線
で
最
終
電

車
の
時
刻
を
早
め
て
、
経
営
の
効
率

化
を
進
め
ま
す
。
会
見
で
、
赤
石
良

治
常
務
は
「
初
め
て
の
赤
字
で
重
大

な
こ
と
だ
と
受
け
止
め
て
い
る
。
改

革
を
進
め
て
来
年
度
は
黒
字
を
達

成
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

  2021

年
度
「
連
合
・
愛
の
カ
ン

パ
」
等
の
取
り
組
み
要
請
に
つ

い
て 

 

・
取
組
期
間 

２
０
２
０
年
１
１
月
２
日
（
月
） 

～ 

１
２
月
１
０
日
（
木
） 

・
目 

 

標 

組
合
員
一
人
５
０
円
以
上
を
目
標

と
す
る
任
意
カ
ン
パ
と
し
ま
す
。 

尚
、
集
約
し
た
カ
ン
パ
金
の
一
部
を

オ
イ
ス
カ
「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
既

に
拠
出
し
た
連
合
「
２
０
２
０
年
７

月
豪
雨
災
害
」
カ
ン
パ
に
充
て
る
こ

と
と
し
ま
す
。 

・
取
組
方
法 

各
地
区
本
部
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。 

  

・
Ｊ
Ｒ
産
業
に
関
わ
る
緊
急
政
策
課

題
の
解
決
を
求
め
る
署
名
の
取
り

組
み
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 

貨
物
鉄
産
労
物
品
販
売
の
取

り
組
み
に
つ
い
て 

 

本
年
も
物
品
販
売
の
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。
年
末
に
向
け
て
何

か
と
お
忙
し
い
と
こ
ろ
大
変
恐
縮

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
理
解
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

今
年
の
品
物
は
、
貨
物
鉄
産
労

Ｏ
Ｂ
小
川
さ
ん
（
元
東
北
地
区
本

部
）
の
全
面
協
力
を
得
て
、
秋
田
産

サ
ン
ふ
じ
リ
ン
ゴ
と
し
ま
す
。 

各
地
区
本
部
に
配
布
し
た
注
文
書

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

・
受
付
期
間 

２
０
２
０
年
１
１
月
２
５
日
（
水
）

か
ら
１
２
月
２
３
日
（
水
）
ま
で 

 

・
発
送
期
間 

２
０
２
０
年
１
２
月
１
５
日
（
火
）

か
ら
１
２
月
２
９
日
（
火
）
ま
で 

 

・
価 

 

格 

１
箱 

４
３
０
０
円
（
税
・
送
料
込

み
） 

 

・
質
問
事
項
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

本
部
（
大
杉
・
辻
村
）
ま
で
問
い
合

わ
せ
願
い
ま
す
。 

 

Ｊ
Ｒ
東
海
の
金
子
慎
社
長
は
、
記

者
会
見
で
「
厳
し
い
決
算
と
業
績
見

通
し
と
な
っ
た
が
、
足
元
で
は
低
い

水
準
な
が
ら
も
回
復
傾
向
に
あ
る
。

来
年
度
の
黒
字
化
は
十
分
に
で
き

る
と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。 

  

Ｊ
Ｒ
西
日
本 

中
間
決
算 

最

終
損
益
１
２
８
１
億
円
の
赤
字

に 

民
営
化
後
初 

 

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
こ
と
し
４
月
か

ら
９
月
ま
で
の
中
間
決
算
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
鉄
道

の
利
用
客
が
減
少
し
、
最
終
的
な
損

益
は
１
２
８
１
億
円
の
赤
字
と
な

り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
中
間
決

算
で
赤
字
と
な
る
の
は
、
民
営
化
後

初
め
て
で
す
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
３
０

日
発
表
し
た
９
月
ま
で
の
グ
ル
ー

プ
全
体
の
中
間
決
算
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
鉄
道
の
利
用
客
が
大

幅
に
減
少
し
、
売
り
上
げ
が
去
年
の

同
じ
時
期
と
比
べ
て
４
８
％
減
っ

て
３
８
９
９
億
円
、
最
終
的
な
損
益

は
１
２
８
１
億
円
の
赤
字
と
な
り

ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
中
間
決
算

で
赤
字
と
な
る
の
は
、
民
営
化
後
初

め
て
で
す
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
来
年

３
月
ま
で
の
１
年
間
の
業
績
予
想

で
は
、
２
４
０
０
億
円
の
赤
字
を
見

込
ん
で
い
て
、
今
後
、
利
用
状
況
に

応
じ
た
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
や
、
採
算

の
合
わ
な
い
商
業
施
設
内
の
店
舗

の
撤
退
な
ど
で
固
定
費
を
削
減
し

て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
神
戸
市
が
進
め
る

中
心
部
の
再
開
発
に
合
わ
せ
て
、
Ｊ 

 

Ｒ
西
日
本
が
計
画
し
て
い
る
三
ノ
宮

駅
の
新
し
い
駅
ビ
ル
の
開
業
に
つ
い

て
は
、
遅
れ
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
と

し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
長
谷
川
一

明
社
長
は
、
会
見
で
「
大
変
厳
し
い
状

況
で
は
あ
る
が
、
安
全
性
の
向
上
に
努

め
な
が
ら
、
来
期
の
黒
字
化
を
目
指
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

  

Ｊ
Ｒ
東
日
本 

中
間
決
算 

最
終

損
益
２
６
４
３
億
円
の
赤
字
に 

最
終
赤
字
は
初 

 
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
こ
と
し
４
月
か
ら

先
月
ま
で
の
半
年
間
の
中
間
決
算
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
鉄

道
の
利
用
が
大
幅
に
減
少
し
、
最
終
的

な
損
益
が
２
６
４
３
億
円
の
赤
字
に

な
り
ま
し
た
。
中
間
決
算
の
最
終
赤
字

は
初
め
て
で
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
２
８

日
発
表
し
た
先
月
ま
で
の
半
年
間
の

グ
ル
ー
プ
全
体
の
中
間
決
算
は
、
売
り

上
げ
が
去
年
の
同
じ
時
期
よ
り
４

８
％
減
っ
て
７
８
７
２
億
円
、
最
終
的

な
損
益
は
、
去
年
の
同
じ
時
期
の
１
８

８
５
億
円
の
黒
字
か
ら
一
転
し
て
２

６
４
３
億
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
鉄

道
の
利
用
が
大
幅
に
減
少
し
、
駅
ビ
ル

の
商
業
施
設
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
売
り

上
げ
も
落
ち
込
ん
だ
こ
と
が
主
な
要

因
で
す
。 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
中
間
決
算
が
最
終

赤
字
に
陥
る
の
は
、
平
成
４
年
度
に
中

間
決
算
の
公
表
を
開
始
し
て
以
降
、
初

め
て
で
す
。
来
年
３
月
ま
で
の
１
年
間

の
業
績
予
想
で
は
、
同
じ
く
初
め
て
と

な
る
４
１
８
０
億
円
の
最
終
赤
字
を

見
込
ん
で
い
て
、
厳
し
い
経
営
環
境 

 

 


